




















































































立川本小学校（島根）23 名、会津若松市立湊小学校（福島）12 名、合計 123 名）を対象とし、
総合的な学習の時間において、年間を通じ、学習者である児童が主体的に学習するための協働
教育の展開を図り、問題探求型学習のプログラムの開発を支援したことである。
　3 校は地域のコマーシャルを動画で作ることを共同の課題とし、2014（平成 26）年度、5 回
（第 1回 7月 17 日、第 2回 10 月 1 日、第 3回 10 月 17 日、第 4回 10 月 24 日、第 5回 2015 年







　錦林小学校は、京都市の ICT 推進校として学校に 20 台タブレット（後に 16 台のタブレッ
トが加わり、36台となった。）、ノートパソコンが40台、学内 LAN システムは構築されている。
　川本小学校は児童 1人に 1台のタブレットがあり計 23 台あり、ノートパソコンが 40 台、学
内 LAN システムは構築されている。
　湊小学校は、タブレットはなく、ノートパソコンが 20 台、校内 LAN システムは構築されて
いる。本実践に参加するために、教育委員会が湊小学校にタブレットを配置することが決定し

















Vsee Meeting Plaza 日　　時 
1　錦林小学校 － △（音声） 3/27
2　錦林小学校 － △（音声） 4/9　 16：00
3　会津若松市教育委員会 × － 4/22　11：00
4　錦林小学校 － ○ 4/22　18：00






表 2　準備打ち合わせ　※ 7月 8日、15 日の担任とは各学校のクラス担任
打　ち　合　わ　せ
5月 20 日（火） 10：30～ 会津若松＋錦林小学校
5月 28 日（木） 10：30～ 川本町教育委員会＋会津若松教育委員会
＋錦林小学校
6月 19 日（木） 10：00～ 川本町教育委員会＋会津若松教育委員会
＋錦林小学校
7月 8日（火） 16：00（16：45～） 各小学校 5年生担任
7月 15 日（火） 16：30～ 各小学校 5年生担任
　Meeting Plaza では 6 つの会議室を同時に利用することができる（写真 4）。1 会議室（1 画
92 総合的な学習の時間における 3小学校交流学習に関する一考察
面）には 6 台の PC の参加が可能であるため、各学校はクラス毎にグループ分けをし、5 年生





1 川本小学校 児童 3～4名
2 湊小学校 児童 2名
3 錦林小学校 児童 3～4名
4 錦林小学校 児童 3～4名









写真 5　Meeting Plaza 交流画面
    
 
（写真 5 Meeting Plaza 交流画面）         （図 2 交流のイメージ） 
                                                 
PC 学校 人数 
1 川本小学校 児童 3～4名 
2 湊小学校 児童 2名 
3 錦林小学校 児童 3～4名 







　2014 年度では、交流学習を 5 回、2015 年度には 1 回実施した。各概要については以下①～
⑤である。第 1回交流学習は各学校の教員が司会を担当し、それ以後は、シナリオを作成し、
各校の児童がグループ内での司会を担当した。
①　第 1回交流学習（2014 年 7 月 17 日）
　児童による自己紹介を行った。画面を通して、初対面の児童が、自己紹介の後、事前に交換
し学習した各校の地域情報を基に、意見交換や質疑応答を行った。







③　第 3回、第 4回交流学習（2014 年 10 月 17 日、10 月 24 日）
　錦林小学校の児童数が他の 2 校と比べて多いため、1 グループの児童数が、湊小学校の 1 グ
ループの 3倍以上になり、グループ全員が時間内に発言できなくなったことから、錦林小学校
を 2グループ（① 5年 1組 3組合同、② 5年 2組）に分け実施した。川本小学校、湊小学校は
従来通りのグループで、同じ内容の交流を錦林小学校①と錦林小学校②と 2回行った。内容は




④　第 5回交流学習（2015 年 2 月 23 日）
　2014 年度まとめの交流学習である。完成した地域のコマーシャルフィルムについて、改善
点と感想を述べ合い、最後の 15 分は、最近学級で流行している遊びなどの情報を交流した。











る能力と意欲については、「自分自身に関すること」（表 4 質問 1～5、表 5Q1．1－1. ～1－2.）、
「学習方法に関すること」（表 4 質問 6～7、表 5Q1．1－3. ～1－4.）「他者や社会と関わるこ
と」（表 4 質問 8～13、表 5Q1．1－7. ～1－9.）「情報機器に関すること」（表 4 質問 14～16、





1 楽しく交流することができましたか はい いいえ わからない
2 進んで発言することができましたか はい いいえ わからない
3 先生や友だちの話に集中することができましたか はい いいえ わからない
4 もっと発言したいですか はい いいえ わからない
5 メモをとることができましたか はい いいえ わからない
6 自分の考えを発表することができましたか はい いいえ わからない
7 発言のルールなど習ったことを覚えることができましたか はい いいえ わからない
8 友だちと協力して交流できましたか はい いいえ わからない
9 友だちと話し合うことができましたか はい いいえ わからない
10 交流学習は楽しいですか はい いいえ わからない
11 交流学習での先生や友だちの話はわかりやすいですか はい いいえ わからない
12 交流学習をもっとしたいですか はい いいえ わからない
13 交流学習で発表したいですか はい いいえ わからない
14 コンピュータの画面は見やすいですか はい いいえ わからない
15 コンピュータの操作はわかりやすいですか はい いいえ わからない
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